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T-2588の 臨床的検討

大 山 馨

富山県立中央病院

新 しく開発 された経 口用 エ ス テ ル型cephem系 抗生剤T-2588を21例 の呼吸器感染症に投与

し次のよ うな結果 を得た。

1. 臨床成績

扁桃炎2例,急 性気管支炎6例,慢 性気管支炎 の急性増悪7例,気 管支拡張症2例,肺 炎4例 を

含む21例 で検討 し有効15例,や や有効6例 で有効率は71.4%で あ った。

2. 副作用

臨床的な副作用 はみ られなか ったが,臨 床検査値異常 として1例 に好酸球の増 多がみ られた。

T-2588は 富山化学工業(株)で 開発 され た経 口用 エ

ステル型cephem系 抗生剤で,腸 管から吸収 され る際,

腸管壁のエステラーゼに よって抗菌活性 を 示すT-2525

に加水分解され るprodrugで あ り,そ の抗菌スベ ク ト

ラムは グラム陽性お よび陰性菌 におよび,特 に グラム陰

性桿菌に強い抗菌力1)を有する。

今回われわれは このT-2588を 臨床的に使用する機 会

をえたので21例 の呼 吸器感染症に本剤を投与 しそ の効

果につき検討を加えたので報告す る。

I. 臨 床 成 績

1. 対 象

当院を訪れた内科系感染症の うち呼吸器感染症21例

で,そ の内訳は扁桃炎2例,急 性 気管支炎6例,慢 性気

管支炎の急性増悪7例,気 管支拡張症2例,肺 炎4例 で

あった。

対象の性別は男13例,女8例 で,年 齢 の分布 は25

歳から76歳 にお よんでいた。

2. 投与方 法お よび投 与量

T-2588の1回 投与量は100mgか ら200mgで,投

与回数は1日3回,投 与期間 は7日 か ら14日 にお よび

総投与量の最高は8.49で あ った。

3. 効果判定

効果判定は前報21の 抗菌剤 の投与判定時に行なった も

のを基準 とした。 その詳細 は次 の通 りである。

著効(Excellent):

a) 起炎菌の明 らか な場合は起炎菌の消失 と臨床症状

の急速 な改善 をみたもの。

b) 起 炎菌不 男のものでは臨床症状の急速 な改善をみ

たもの。

有効(Good):

a) 起炎菌の明 らかな ものでは1週 間以 内に起炎菌 が

消失し,臨 床症状の改善がみ られ たもの。

b) 起炎菌不明の ものでは1週 間以内に明確 な臨床症

状 の改善がみ られた もの。

やや有効(Fair):

臨床症状の一部あ るいは軽度の改善 しかみ られなか っ

た もの。

無効(Poor):

臨床症状の不 変あるいは悪化 した もので,細 菌学的効

果 もみ られなか ったもの。

4. 成 績

治療対象者,T-2588の 投与量,病 巣分離菌,治 療効

果お よび副作用 につ いてはTable1に 一括表示 した。ま

た総合的効果 につ いてはTable2に 総括 した。

呼吸器感染症 の疾患別効果 につ いてみ ると扁桃炎2例

はいずれ も有効,急 性気管支炎6例 中有効5例,や や有

効1例,慢 性気管支炎の急性増悪7例 中有効4例,や や

有効3例,気 管支拡張症2例 中有効1例,や や有効1例,

肺炎4例 では有効3例,や や有効1例 で,対 象21例 中

有効は15例(71.4%)で あった。

5. 副作用

T-2588投 与症例について一般状態,尿,血 液一般検

Table 2 Clinical efficacy of T-2588
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Table 4 Laboratory finding (No.2) ,

B:  Before 

A: After

査,肝 機能,腎 機能 検査等 を経過 とともに観察 した。血

液一般検査および クー ムス反応 の成績はTable3に,血

液生化学的検査 の一部 はTable4に ま とめた。

その結果一般状態 では異常 をみ とめなか ったが,血 液

検査成績 では1例 に好酸球 の増多がみ られた。

II. 考 察

T-2588は グラム陽性菌お よび 陰性菌 に対 して広い抗

菌スペ クトラムを有す るが,そ の特徴 とす ることは,1)

S.pyogenes,S.pneumoniaeな どの グラム陽性菌,E.

coli, K.pneumoniae,P.mirabilisな どの グラム陰性菌

に対 して強 い抗菌力を示す。2)各 種 β-ラクタマーゼに

対 して安定 で従来の経 口cephem剤 耐性菌 にも強 い抗

菌力を示す。3)本 剤 は経 口投与 した場合空腹 時 よ り も

食後の血中濃度が高 い,と いわれ てい る1)。

以上 のことをふ まえて成績を考えてみ ると対象疾患は

扁桃炎,急 性気管支 炎,慢 性気管支炎の急性増悪,肺 炎

の計21例 の呼吸器感染症 であ ったが,病 巣分離菌が同

定 できた のは12例 で12菌 株であった。そ のうちの2

株 はS.aureusで あったので本剤の特徴 を十分生か しえ

る対象 とはいいに くいものであ った。 したが って有効症

例が21例 中15例(71.4%)で あった ことは相応 の成績

といえよ う。

他方副作用 につ いてみ ると臨床検査値異常を含めて1

例 に好酸球増 多を認めたのみであった。
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CLINICAL STUDY OF T-2588

KAORU OYAMA

Department of Internal Medicine, Toyama Prefectural Central Hospital

The author reports on the results of clinical investigation of T-2588, a new ester bond compound 
of cephaloeporin antibiotic. 

Clinical evaluation was carried out in 21 patients of respiratory tract infection including 2 with 
tonsillitis, 6 with acute bronchitis, 7 with chronic bronchitis, 2 with bronchiectasis and 4 with 
pneumonia. Response was good in 15 cases (71.4%) out of 21 patients. 

As a side effect eosinophilia was observed in one ease, but the adverse reaction disappeared 
within one week following discontinuance of administration.


